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年あけましておめでとうございます。旧年中は、
地域の皆さまに多大なるご支援と温かいお声を

いただき、心より御礼申し上げます。道路工事、河川整
備、災害対応、地域イベント、子ども現場見学会…。日々
の活動の中で、改めて「地域に必要とされる会社であり
たい」という想いを強く感じる一年となりました。
　2026年も、社員一同“和の力”を大切にしながら、地
域の安心・安全を守るために力を尽くしてまいります。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

回は、江口グループが2026年に向けて掲げる新
たな目標と、そこに込めた想いをお伝えします。

　江口グループは1921年の創業以来、道路・河川・橋
梁・公園整備、そして災害復旧など、地域の暮らしを支
える土木工事に真摯に取り組んできました。そして本年、
江口グループは次の100年に向けた大きなテーマを掲げ
ます。それは「個人の夢×会社の夢がともに実現する会
社へ」です。
　この言葉には、「社員一人ひとりが輝き、会社も地域
ももっと良くなる未来をつくりたい」という強い願いが
込められています。江口グループが2026年に目指すの
は、“社員が自分の人生の夢を持ち、それを会社を通じ
て叶えられる会社”そして“会社の夢が実現すれば、社
員の夢も近づく会社”という、新しい組織の姿です。
　江口組は長年「石川県土木No.1の会社になる」という
ビジョンを掲げています。No.1とは、単に規模を競うも
のではありません。
・地域から最も信頼される
・災害時に真っ先に駆けつける
・技術力と安全力が高い
・若手が育ち、社員が誇りを持てる
・仕事を任せたくなる会社である
　これらを総合した、“石川で一番頼られる土木会社”
になることです。もしこのビジョンが実現すれば、会社
はもっと強くなり、安定した受注・利益の確保へとつな
がります。そして、利益を生む会社は、社員にしっかり還
元できます。
　給料が上がる、待遇が良くなる、生活が豊かになる。

その先に、社員一人ひとりの夢の実現があります。
　2026年から江口グループが一歩踏み出す新たな挑戦
は、社員個人が抱く“夢”を応援することです。夢は、仕
事に関係するものでなくても構いません。
・フェラーリを買いたい
・海外旅行に行きたい
・資格に挑戦したい
・10kg痩せたい
・家族との時間を増やしたい
・趣味にもっと挑戦したい
　どんな夢でもいい。むしろ“人生が豊かになる夢”こ
そ、日々の力になります。社員が夢を持ち、日々前向き
に働けば、その成長が現場の力になり、結果として会社
の強さにつながります。『社員の夢が叶う → 社員が輝く 
→ 会社が強くなる → さらに夢が叶う』この好循環をつ
くることが、2026年の大きな目標です。
　江口グループが大切にする理念は、「和の力で輝く心
が、みんなの笑顔と有難うを創造する」。この理念が実
現したとき、会社はさらに強くなり、現場の力は高まり、
地域からの信頼も深まります。そして理念の実践は、社
員の夢にもつながります。仲間と支え合い、個性を発揮
して働くことが、成長や評価、そして生活の豊かさへと
結びつくからです。理念が夢を叶え、夢が理念を育てる。
江口グループはそんな未来を本気で目指します。
　私たちが「夢の実現」を会社のテーマに掲げる理由。
それは、社員が輝き、会社が強くなれば、地域のために
もっと良い仕事ができるからです。
・災害時にはどこよりも早く動ける会社に
・道路や橋を、もっと安全に確実に守れる会社に
・そして、子どもたちが「江口組ってかっこいい」と憧れ
　てくれる会社に
　そんな未来を、地域の皆さまとともに築いていきたい
と考えています。

年は、「個人の夢×会社の夢×理念の実現」が
重なり始める最初の一年。江口組はこれからも

地域のために挑戦し続けます。本年も変わらぬご支援
を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

2026年江口組が目指す新たな一歩
～個人の夢と会社の夢が実現する会社へ～
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江口グループ現場だより

んにちは、広報部の川﨑です。まずは新年のご挨
拶から！

　新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよ
ろしくお願いいたします。

て、昨年11月24日、江口グループ 令和8年度 新入
社員内定式を執り行いました。来春から新たに仲

間となる内定者1名を迎え、社長からの内定証書授与と歓
迎の言葉、社員代表や工事部長からの温かいメッセージを
お届けする、心あたたまるひとときとなりました。

　内定式後には、先輩社員との座談会も開催。初めは緊
張した面持ちだった内定者も、先輩たちとの対話を通じて
少しずつ表情がやわらぎ、未来の自分を思い描くような穏
やかな笑顔がとても印象的でした。

報の立場から見ると、SNSや会社説明会などで発
信してきたメッセージが、こうして“ご縁”としてつ

ながっていることを、改めて実感できた一日でもありまし
た。
　内定式は、これから共に歩んでいく仲間との「はじまりの
日」。この春の入社に向けて、安心して準備を進めてもらえ
るよう、私たちも引き続きサポートしてまいります。
　新しい一年が、内定者の皆さんにとっても、私たちにと
っても実り多き年となりますように。

心がふわっとあたたまる✿
江口グループ 令和8年度 新入社員内定式

来年の春から一緒に働けるのが楽しみです！
先輩たちの失敗談や経験談など、

和気あいあいと話が弾みました♪

　社長の江口です。先日、江口組で内定式を行った時に高
校生へ送ったメッセージを紹介します。
　新しく仲間に加わる高校生と向き合ったとき、強く胸に込
み上げてきた思いがあります。それは、高校生の「今」という
時間は、一度きりで、二度と戻ってこないということです。
　席に座る内定者の表情には、あどけなさと共に「これから
社会に飛び込むんだ」という決意が混ざり合った、特別な緊
張感がありました。その姿を見て、彼らが大切にしてきた
日々、仲間との時間、積み上げてきた経験が、しっかりと人
としての土台になっていると感じました。
　高校生から「就職までに何を勉強しておけばいいです
か？」とよく聞かれます。でも、内定式を通して改めて確信し
たことがあります。勉強や資格は入社してから伸ばせます。
江口組が育てます。仲間が支えます。社会に出てから必要
な力は、一緒に身につけていけるからです。

　だからこそ、今の高校生活で大事にしてほしいことがあ
ります。
・友だちと笑い合う時間
・部活に夢中になる日々
・悔しさも喜びも含めた、たくさんの経験
・心から「楽しい！」と思える瞬間
　こうした青春の時間こそが、社会に出たとき、誰にも負
けない強さになります。今回の内定式での表情を見て、心
から思いました。高校生の今は無限の可能性を育てる時間
なのだと。未来の高校生のみなさんへ。あなたの「今」は、
あなたにしかつくれない物語です。どうか悔いのない高校
生活を！
　そして、その経験を胸に、いつか社会に踏み出す日を迎
えてください。江口組は、そんな皆さんの成長を全力で応
援しています。
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高校生の「今」は一度きり！ 内定式で感じた大切なメッセージ
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江口社長が代表して表彰を

受け取りました！

さんこんにちは。広報部のきゅうだです。
11月に江口グループの若手プロジェクト「ESTP」で、

木場潟公園内にあるスマイル花壇の花植え活動を行いま
した！
　この活動は毎年、春と秋の２回実施しており、今回は秋
の花植えです。
　春に植えてから期間が空いていたため、花壇まわりの
草も多く、まずは草むしりから始めました。花の配置は色
ごとによって違うので声を掛け合いながら丁寧に植えて
いきました。一人ひとりが周りを見て積極的に行動してい
て、とても頼もしい印象でした♪
　また、普段現場にいて顔を合わす機会が少ない社員と
もコミュニケ―ションがとれ、和気あいあいと楽しい時間
を過ごせました！

成したスマイル花壇は色とりどりの花が並び、元気
いっぱいの花壇になりました！

　場所は南園地の事務所から芝生広場へ向かう橋の手前
にあります。木場潟公園にお越しの際は、ぜひ「スマイル花
壇」にもお立ち寄りください！

たくさんの笑顔が溢れる花壇に
なりますように！

今回の「不断水分岐工」は水を止めずに

分岐管を取り付けることが出来ます。

報部のきゅうだです。今月２つ目の記事です！
この度、江口組が施工した【石川県水道用水供給

事業 送水管埋設工事（不断水分岐・小松工区）】が優良建設
工事として土木部長表彰を頂きました！

回の工事では、本管から新しい水道管へつなぐため
の分岐管を取り付けました。分岐管を設置すること

で、万が一トラブルが発生した際も安定した水の供給を確
保することが出来ます。
　専門的な知識と高度な技術が求められる工事でした
が、現場の社員はもちろん、部署を超えた「和の力」で連携
して取り組んだ成果が、今回の表彰に繋がったことをとて
も嬉しく感じます
　そして何より、地域の皆さんのご理解とご協力があって
こその工事です。本当にありがとうございました。
　江口組は今後も、地域の皆さんの安心安全のために取
り組んでいきますので引き続き、よろしくお願いします。

準備から片づけまでESTPメンバーで

協力して行いました。
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スマイル花壇でたくさんの人が

笑顔になりますように
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部署を超えた和の力。
土木部長表彰を頂きました！
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ご意見・ご感想などがございましたら

ＳＮＳ または 同封してあります

アンケートハガキにてご連絡下さい！！

新年おめでとうございます。 本年もどうぞよろしくお願いいたします。
2026年を迎え、ニュースレターも19年目となりました。
今月もスタッフに【子どもの頃、好きだったキャラクター】を聞きました。

工事部
酒井　基樹

工事部
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広報部
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建設DX支援室
鳥巢  智恵美


